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人間教育学ゼミナールⅠ（基礎）(2100309)

人間教育学ゼミナールⅠ（基礎）(35105)
善野八千子
通年 4  選択
水・5

■授業の目標・概要
　人間教育学として、自らが深めていきたい専門領域を決め、基礎科目ゼミナールで身につけたアカデミックスキルを駆使し、専

門分野の文献や論文によって見識を深めていきます。必要に応じて、実習や地域交流などを行い、主体的に自らの専門性を深めて

いきます。  

　本ゼミナールでは、「子どもの育ちと学びの連続性」をふまえた小学校低学年における実践的研究をします。 

人間教育に資する「子どもの育ちと学びの連続性」を視座した幼小接続カリキュラム作成等、これからの教師に必要な専門性を高

めるためのゼミを展開します。 

具体的な内容としては、小学校低学年の発達を踏まえた学級経営及び授業展開について、学校現場でのフィールドリサーチ等、実

践的研究をします。

■学習の到達目標
・幼児教育と小学校教育との違いを理解する。 

・学校現場の課題を知り、学級経営や実際の授業展開の工夫を学ぶ。 

・グループ討議や相互批評を通して、個々のテーマを発表し、改善する。

■授業方法・形式
・個々のテーマを設定し、課題解決の道筋を構築する。 

・テーマに基づいて、調査・観察・見学などを含む、情報収集をする。 

・情報の整理・編集・発信をして、意見交流など多様な活動を行う。

■授業計画
【前期】 

第１回　ガイダンス①：「人間教育学ゼミナールⅠ（基礎）」の意義と目標 

第２回　ガイダンス②：目標設定と履修計画 

第３回～５回　教育情報の収集①②③：「問題の所在」 

第６回～８回　教育現場を知る①②③：「テーマに基づく調査方法の検討」 

第９回～11回　教育現場から学ぶ①②③：「テーマに基づく調査の実施」 

第12回～13回　教育現場から学ぶ④⑤⑥：「テーマに基づく調査の分析」 

第14回～15回　前期の学びの成果と課題：プレゼンテーション①②　 

【後期】 

第１回　ガイダンス①：「人間教育学ゼミナールⅠ（基礎）」の意義と目標の確認 

第２回　ガイダンス②：目標設定の見直しと履修計画の改善 

第３回～５回　教育情報の収集①②③：「テーマに基づく調査の分析と考察」 

第６回～８回　教育現場を知る①②③：「テーマに関する成果と課題」 

第９回～11回　教育現場における交流計画・準備 

第12回～13回　教育現場における交流①②（個々のテーマの発信） 

第14回～15回　意見交流をふまえ、学びや取り組みについてまとめる。

■成績評価の基準
・積極的な授業参加及び課題・レポート等を総合的に評価する。

■授業時間外の課題
・これからの学校教育や教師のありかた等について、ニュース等から、日常的に見識を深めること。 

・教員の資質向上に資する文献を継続的に読み深めること。

■メッセージ
これまで学修した内容や方法の定着はもとより、身に付けたアカデミック・スキル（Academic Skills）を活用して行くことが大

切です。これからの教員の専門性を磨くために学び、子どものたちの未来に役立つ研究のステップアップを期待します。

■教材・教科書
必要に応じて、授業中に指示します。

■参考書


